
非常用海水ポンプ用電路の敷設ルート変更に伴う「耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の基礎地盤及び
周辺斜面の安定性評価について」への影響確認結果

平成３０年６月２０日
日本原子力発電㈱

２．地盤安定性評価の概要と非常用海水ポンプ用電路について

１．はじめに

【地盤安定性評価の基本的な考え方】
耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の基礎地盤においては，施設を基礎形式（直接基礎または杭基礎）にて分類した上で，

重量や周辺地質等の状況から，評価が相対的に厳しいと想定される施設を代表として抽出し（緊急時対策所及び取水構造物），安定
性評価を実施した（平成２９年１１月の第５２６回審査会合にて妥当と評価された）。

地盤安定性評価に係る申請書及びまとめ資料は，設置変更許可当時（平成２８年８月頃）の設計情報に基づき，非常用海水ポンプ用電路の敷設ルート及び支持形式の変更を考慮した上で評
価を行っていることから設置許可基準規則第三条1項及び2項に適合しており，申請書及びまとめ資料の記載を現時点で変更する必要はないと考える。

なお，工認段階（平成３０年３月頃）の詳細設計においては，支持形式の変更はなく，屋外二重管と電路を地盤改良体の中に埋設する計画としている。

３．まとめ（申請書及びまとめ資料への影響確認結果）

本資料のうち，枠囲みの内容は営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

基礎
形式

対象施設
施設の

重量（kN）
該当する
影響要因

杭を介して

岩盤で

支持する施設

緊急時対策所建屋 399,000 最大重量

取水構造物 248,000 ③，④

使用済燃料乾式貯蔵建屋 245,000 ③

防潮堤（鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁） 59,000 ③，④

貯留堰 22,000 ③，④

可搬型設備用軽油タンク基礎（西側）（南側） 19,000

排気筒 16,000

緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク基礎（Ａ，Ｂ） 9,000

屋外二重管 7,000 ③，④

※ 基本設計段階の概算重量

※

※

※

※

※

影響要因③：支持岩盤の傾斜，影響要因④：沖積粘性土（Ac層）の分布

電路の支持形式（平成２９年８月頃）

• 工認審査の取水構造物の竜巻防護に関する説明において，設置変更許可段階に計画していた非常用海水ポンプ用電路の敷設ルート変更が耐震計算書に正しく反映されていなかった。
• また，設置変更許可においても，一部の条文で正しく記載がされていなかったことから，非常用海水ポンプ用電路に関する各条文への適合状況，申請書及びまとめ資料への反映の要否につ

いて再確認を実施した。
• なお，設置許可基準規則第三条「耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価について」（以下，「地盤安定性評価」という）については，当該電路の

敷設ルート変更を考慮して，地盤安定性評価を行っていた。

【地盤安定性評価における当該電路の考え方】
• 設置許可基準規則第三条1項及び2項への適合方針として，当該電路

は耐震重要施設である屋外二重管の基礎（鋼製桁）に直接支持する
予定としていた。

• よって，屋外二重管の安定性評価に包含されるものとして，当該設備
を個別に記載はしていない。

評価対象施設及び代表施設（杭基礎）＊

【参考】非常用海水ポンプ用電路の設計の変遷

耐震補強対策について，関係部門で協議開始
（平成２８年６月頃）

敷設ルートの変更について検討開始
（平成２８年８月頃）

鋼管杭及びＲＣ床版（現状は鋼製桁）からなる杭基礎
上の屋外二重管の両脇に電路を移設することを検討
（平成２９年８月頃）

鋼管杭及び鋼製桁を結合し，更に地盤改良体で一
体化した杭基礎上の地盤改良体の中に屋外二重管
と電路を設置することを検討（平成３０年３月頃）

※ 本件は，非常用海水ポンプ用電路以外の設備にも水平展開し，同様の事象が発生していないことを確認している。（C-24-8改0 非常用海水ポンプ用電路の敷設ルート変更に係る情報
共有不足の原因と対策について）

評価対象施設の平面配置

屋外二重管 （横断面）

屋外二重管

② ②’

（＊第５２６回会合資料より引用）
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（補足説明資料） 

 

 

補足１：東海第二発電所 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の基礎地盤及び周辺

斜面の安定性評価について（抜粋） 

      説明時期：（初回説明）H29 年 5月～（まとめ会合）H29 年 11 月 

 

補足２：非常用海水ポンプ電路に係る社内検討状況 

      資料作成時期：H29 年 8 月 

 

補足３：工事計画に係る補足説明資料 耐震性に関する説明書のうち補足-340-8【屋外重要

土木構造物の耐震安全性評価について】（抜粋） 

      説明時期：H30 年 6 月 

 

補足４：補足１と補足３の説明時期における地質断面図の比較 
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基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価について（抜粋） 
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④
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り

，
さ

ら
に

杭
の

間
隔

が
相

対
的

に
広

い
こ

と
か

ら
，

支
持

力
評

価
等

が
厳

し
く
な

る
と

判
断

し
，

代
表

施
設

と
す

る
。

【
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

】
24
5,
00
0

③
43
5

0.
81
3

1,
08
0

2.
1 ～

2.
6

支
持

岩
盤

が
傾

斜
し

て
い

る
が

，
同

条
件

で
，

さ
ら

に
沖

積
粘

性
土

（
Ac

層
）
が

厚
く
分

布

し
て

い
る

取
水

構
造

物
（
取

水
路

，
海

水
ポ

ン
プ

室
）
の

評
価

に
包

含
さ

れ
る

。
ま

た
，

他

の
施

設
と

比
較

し
，

杭
の

本
数

が
多

く
，

間
隔

も
狭

い
こ

と
か

ら
，

安
定

性
は

高
い

と
判

断

さ
れ

る
。

防
潮

堤
（
杭

基
礎

構
造

区
間

）
59
,0
00

③
，

④
5

2.
5

2,
40
0

2.
3 ，

2.
8

代
表

施
設

と
比

較
し

，
著

し
く
重

量
が

小
さ

い
た

め
，

緊
急

時
対

策
所

建
屋

及
び

取
水

構

造
物

（
取

水
路

，
海

水
ポ

ン
プ

室
）
の

評
価

に
包

含
さ

れ
る

。

貯
留

堰
22
,0
00

③
，

④
47

2.
0

15
0

2.
2

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（
西

側
）
（
南

側
）

19
,0
00

21
0.
6

3,
20
0

1.
9 ，

6.
6

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
気

筒
【
主

排
気

筒
】

16
,0
00

24
1.
0

85
0

1.
0 ～

10
.8

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

燃
料

油
貯

蔵
タ

ン
ク

（
Ａ

，
Ｂ

）
9,
00
0

6
1.
0

1,
91
0

5.
0 ，

5.
9

非
常

用
海

水
系

配
管

【
屋

外
二

重
管

】
7,
00
0

③
，

④
32

2.
5

40
10
.0

～
12
.0

2
. 
基

礎
地

盤
の

安
定

性
評

価
2
.1

 評
価

方
針

代
表

施
設

の
選

定
結

果
（
４

）

■
追

加
の

影
響

要
因

と
し

て
，

杭
を

介
し

て
岩

盤
で

支
持

す
る

施
設

に
つ

い
て

は
，

「
杭

の
間

隔
」
等

に
つ

い
て

考
察

し
た

。
ま

た
，

代
表

と
し

て
選

定
さ

れ
な

か
っ

た
施

設
に

つ
い

て
は

，
そ

の
理

由
を

併
せ

て
記

載
し

た
。

影
響

要
因

③
：
支

持
岩

盤
の

傾
斜

，
影

響
要

因
④

：
沖

積
粘

性
土

（A
c層

）
の

分
布

※
基

本
設

計
段

階
の

情
報

に
基

づ
く

：
追

加
で

考
慮

し
た

安
定

性
評

価
へ

の
影

響
要

因

※ ※ ※ ※ ※※

※ ※ ※ ※※

第
5
1
9
回

審
査

会
合

資
料

1
-
1
修

正

※ ※ ※ ※ ※※

※ ※ ※ ※ ※※

8



7
-
1
-
4
3

①
①

’

緊
急

時
対

策
所

建
屋緊

急
時

対
策

所
用

発
電

機
燃

料
油

貯
蔵

タ
ン

ク
（Ａ

，
Ｂ

）

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（
西

側
）
※

②
②

’

2
. 
基

礎
地

盤
の

安
定

性
評

価
2
.1

 評
価

方
針

地
質

断
面

図
（杭

を
介

し
て

岩
盤

で
支

持
す

る
施

設
）（

１
）

・
緊

急
時

対
策

所
建

屋
，

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

燃
料

油
貯

蔵
タ

ン
ク

（
Ａ

，
Ｂ

）
，

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（
西

側
）

（
N

S
断

面
）

・
緊

急
時

対
策

所
建

屋
，

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

燃
料

油
貯

蔵
タ

ン
ク

（
Ａ

，
Ｂ

）
，

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（
西

側
）

（
E
W

断
面

）

緊
急

時
対

策
所

建
屋

代
表

施
設

３
：
緊

急
時

対
策

所
建

屋

対
象

施
設

と
断

面
位

置

【緊
急

時
対

策
所

建
屋

】
杭

径
(m

)
：
1
.0

杭
本

数
(本

)
：
8
8

杭
間

隔
(m

) 
  

：
2
.0

～
5
.0

【緊
急

時
対

策
所

建
屋

】
杭

径
(m

)
：
1
.0

杭
本

数
(本

)
：
8
8

杭
間

隔
(m

) 
  

：
2
.0

～
5
.0

【緊
急

時
対

策
所

用
発

電
燃

料
油

貯
蔵

タ
ン

ク
（Ａ

，
Ｂ

）】
杭

径
(m

)
：
1
.0

杭
本

数
(本

)
：
6

杭
間

隔
(m

) 
  

：
5
.0

～
5
.9

【可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（
西

側
）
】

杭
径

(m
)

：
0
.6

杭
本

数
(本

)
：
2
1

杭
間

隔
(m

) 
  

：
1
.9

～
6
.6

※
fl
は

埋
戻

土

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

燃
料

油
貯

蔵
タ

ン
ク

（Ａ
，

Ｂ
）
※

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（西

側
）
※

【緊
急

時
対

策
所

用
発

電
燃

料
油

貯
蔵

タ
ン

ク
（Ａ

，
Ｂ

）】
杭

径
(m

)
：
1
.0

杭
本

数
(本

)
：
6

杭
間

隔
(m

) 
  

：
5
.0

～
5
.9

【可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（西

側
）】

杭
径

(m
)

：
0
.6

杭
本

数
(本

)
：
2
1

杭
間

隔
(m

) 
  

：
1
.9

～
6
.6

※
緊

急
時

対
策

所
建

屋
の

地
質

断
面

図
に

投
影

※
緊

急
時

対
策

所
建

屋
の

地
質

断
面

図
に

投
影

第
5
1
9
回

審
査

会
合

資
料

1
-
1
修

正

EW
・N

S断
面

の
地

形
・
地

質
に

有
意

な
差

は

無
い

こ
と

か
ら

，
両

断
面

を
代

表
と

す
る

。

枠
囲

み
の

内
容

は
商

業
機

密
又

は
防

護
上

の
観

点
か

ら
公

開
で

き
ま

せ
ん

。
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7
-
1
-
4
4

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（南

側
）

②

2
. 
基

礎
地

盤
の

安
定

性
評

価
2
.1

 評
価

方
針

地
質

断
面

図
（杭

を
介

し
て

岩
盤

で
支

持
す

る
施

設
）（

２
）

・
可

搬
型

設
備

用
軽

油
タ

ン
ク

（
南

側
）

（
N

S
断

面
）

対
象

施
設

と
断

面
位

置

※
fl
は

埋
戻

土

・
可

搬
型

設
備

用
軽

油
タ

ン
ク

（
南

側
）

（
E
W

断
面

） 可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（南

側
）

①
①

’

【可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（南

側
）】

杭
径

(m
)

：
0
.6

杭
本

数
(本

)
：
2
1

杭
間

隔
(m

) 
  

：
1
.9

～
6
.6

②
’

【可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
（南

側
）】

杭
径

(m
)

：
0
.6

杭
本

数
(本

)
：
2
1

杭
間

隔
(m

) 
  

：
1
.9

～
6
.6

第
5
1
9
回

審
査

会
合

資
料

1
-
1
修

正

枠
囲

み
の

内
容

は
商

業
機

密
又

は
防

護
上

の
観

点
か

ら
公

開
で

き
ま

せ
ん

。
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7
-
1
-
4
5

2
. 
基

礎
地

盤
の

安
定

性
評

価
2
.1

 評
価

方
針

地
質

断
面

図
（杭

を
介

し
て

岩
盤

で
支

持
す

る
施

設
）（

３
）

対
象

施
設

と
断

面
位

置

※
fl
は

埋
戻

土

・
取

水
構

造
物

（
取

水
路

，
海

水
ポ

ン
プ

室
）

（
N

S
断

面
）

取
水

構
造

物
（
取

水
路

，
海

水
ポ

ン
プ

室
）

②
②

’

代
表

施
設

４
：
取

水
構

造
物

（
取

水
路

，
海

水
ポ

ン
プ

室
）

【取
水

構
造

物
（取

水
路

，
海

水
ポ

ン
プ

室
）】

杭
径

(m
)

：
1
.0

1
6

杭
本

数
(本

)
：
1
0
1

杭
間

隔
(m

) 
  

：
4
.0

～
8
.4

①
①

’
・
取

水
構

造
物

（
取

水
路

，
海

水
ポ

ン
プ

室
）

（
E
W

断
面

）

取
水

構
造

物
（
取

水
路

，
海

水
ポ

ン
プ

室
）

【
取

水
構

造
物

（
取

水
路

，
海

水
ポ

ン
プ

室
）
】

杭
径

(m
)

：
1
.0

1
6

杭
本

数
(本

)
：
1
0
1

杭
間

隔
(m

) 
  

：
4
.0

～
8
.4

第
5
1
9
回

審
査

会
合

資
料

1
-
1
修

正

EW
・N

S断
面

の
う

ち
，

岩
盤

が
傾

斜
し

て
お

り
，

か
つ

沖
積

粘
性

土
（
Ac

層
）
の

分
布

層
厚

が
厚

い

N
S断

面
を

代
表

と
す

る
。

枠
囲

み
の

内
容

は
商

業
機

密
又

は
防

護
上

の
観

点
か

ら
公

開
で

き
ま

せ
ん

。
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7
-
1
-
4
6

2
. 
基

礎
地

盤
の

安
定

性
評

価
2
.1

 評
価

方
針

地
質

断
面

図
（杭

を
介

し
て

岩
盤

で
支

持
す

る
施

設
）（

４
）

対
象

施
設

と
断

面
位

置

※
fl
は

埋
戻

土

①
①

’

・
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

（
N

S
断

面
）

・
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

（
E
W

断
面

）

②
②

’

使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵
建

屋

使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵
建

屋

【使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵
建

屋
】

杭
径

(m
)

：
0
.8

1
3

杭
本

数
(本

)
：
4
3
5

杭
間

隔
(m

) 
  

：
2
.1

～
2
.6

【使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵
建

屋
】

杭
径

(m
)

：
0
.8

1
3

杭
本

数
(本

)
：
4
3
5

杭
間

隔
(m

) 
  

：
2
.1

～
2
.6

第
5
1
9
回

審
査

会
合

資
料

1
-
1
修

正

枠
囲

み
の

内
容

は
商

業
機

密
又

は
防

護
上

の
観

点
か

ら
公

開
で

き
ま

せ
ん

。

12



7
-
1
-
4
7

2
. 
基

礎
地

盤
の

安
定

性
評

価
2
.1

 評
価

方
針

地
質

断
面

図
（杭

を
介

し
て

岩
盤

で
支

持
す

る
施

設
）（

５
）

対
象

施
設

と
断

面
位

置

※
fl
は

埋
戻

土

・
防

潮
堤

（
杭

基
礎

構
造

区
間

）
（
横

断
面

）

①
①

’
防

潮
堤

（
杭

基
礎

構
造

区
間

）
【
防

潮
堤

（
杭

基
礎

構
造

区
間

）
】

杭
径

(m
)

：
2
.5

杭
本

数
(本

)
：
5
（
1
ユ

ニ
ッ

ト
）

杭
間

隔
(m

) 
  

：
2
.8

・
防

潮
堤

（
杭

基
礎

構
造

区
間

）
（
横

断
面

）

③
③

’
防

潮
堤

（
杭

基
礎

構
造

区
間

）

【
防

潮
堤

（
杭

基
礎

構
造

区
間

）
】

杭
径

(m
)

：
2
.0

杭
本

数
(本

)
：
5
（
1
ユ

ニ
ッ

ト
）

杭
間

隔
(m

) 
  

：
2
.3

・
防

潮
堤

（
杭

基
礎

構
造

区
間

）
（
縦

断
面

）

④
④

’

・
防

潮
堤

（
杭

基
礎

構
造

区
間

）
（
縦

断
面

）

②
②

’

防
潮

堤
（
杭

基
礎

構
造

区
間

）

【
防

潮
堤

（
杭

基
礎

構
造

区
間

）
】

杭
径

(m
)

：
2
.0

杭
本

数
(本

)
：
5
（
1
ユ

ニ
ッ

ト
）

杭
間

隔
(m

) 
  

：
2
.3

【
防

潮
堤

（
杭

基
礎

構
造

区
間

）
】

杭
径

(m
)

：
2
.5

杭
本

数
(本

)
：
5
（
1
ユ

ニ
ッ

ト
）

杭
間

隔
(m

) 
  

：
2
.8

第
5
1
9
回

審
査

会
合

資
料

1
-
1
修

正

防
潮

扉

枠
囲

み
の

内
容

は
商

業
機

密
又

は
防

護
上

の
観

点
か

ら
公

開
で

き
ま

せ
ん

。

13



7
-
1
-
4
8

③
③

’

2
. 
基

礎
地

盤
の

安
定

性
評

価
2
.1

 評
価

方
針

地
質

断
面

図
（杭

を
介

し
て

岩
盤

で
支

持
す

る
施

設
）（

６
）

※
fl
は

埋
戻

土

②
②

’

・
貯

留
堰

（
N

S
断

面
）

・
貯

留
堰

（
E
W

断
面

）

貯
留

堰

貯
留

堰

①
①

’

【
貯

留
堰

】
杭

径
(m

)
：
2
.0

杭
本

数
(本

)
：
4
7

杭
間

隔
(m

) 
  

：
2
.2

【
貯

留
堰

】
杭

径
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間

隔
(m

) 
  

：
1
.0

～
1
0
.8

第
5
1
9
回

審
査

会
合

資
料

1
-
1
修

正

枠
囲

み
の

内
容

は
商

業
機

密
又

は
防

護
上

の
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点
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ら
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ま
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。
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安
定
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評
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質

断
面
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７
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杭
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ガ

ス
処

理
系

排
気

筒
】

杭
径

(m
)

：
1
.0

～
1
.2

杭
本

数
(本

)
：
2
4

杭
間

隔
(m

) 
  

：
1
.0

～
1
0
.8

主
排

気
筒

※

③
③

’

※
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建
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の
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影

第
5
1
9
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審
査
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合

資
料

1
-
1
修

正

枠
囲

み
の

内
容

は
商

業
機

密
又

は
防

護
上

の
観

点
か

ら
公

開
で

き
ま

せ
ん

。
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非常用海水ポンプ電路に係る社内検討状況 
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耐震設計方針

屋外海水配管二重管 【4,39条】
◆ 残留熱除去海水系(RHRS)配管及びディーゼル発電機海水系(DGSW)配管をポンプ室から原子炉建屋まで配

置するため，屋外海水配管二重管（以下「屋外二重管」という）を設置している。

◆ 屋外二重管については，第四系地盤に直接支持している施設であり，施設直下には液状化検討対象層で

あるAs層，Ag1層が分布している。指針改訂に伴う耐震裕度向上工事として，平成21年に地盤改良を実施

している。

◆ 液状化影響評価では，液状化検討対象層を保守的に豊浦標準砂の液状化強度特性を仮定した評価を行う

こと,設置許可基準規則第三条第１項への適合性の観点から，これらの施設については，岩盤（久米層）

へ支持する構造に対策を行う。

平面図・配置図

管中心高　▽EL+3.162

現地盤高　▽EL+8.00

改良下端　▽EL-8.5

改良天端　▽EL+1.5

1
0
00
0

65
00

12800

39003900

1100

5000

地盤改良範囲

（高圧噴射攪拌工法）

地震時に液状化を起す可能性のある地層を対象と
して，高圧噴射攪拌工法により地盤改良を実施した。

・改良体数：120本（約18,800m3）
・改良体径：φ4.5m～5.0m

地盤改良範囲説明図

Ｂ Ｂ

Ｂ－Ｂ矢視

は，商業機密又は防護上の観点から公開できません。

B-PNL-37

耐震設計方針

屋外海水配管二重管 【4,39条】
(断面位置図）

D D

C C

管中心高　▽EL+3.162

現地盤高　▽EL+8.00

改良下端　▽EL-8.5

改良天端　▽EL+1.5

1
0
0
0
0

6
5
0
0

39003900

地盤改良範囲

（高圧噴射攪拌工法）

Ｂ Ｂ

岩盤（久米層）へ支持する構造への対策（案）

「十分に支持することができる地盤」を岩盤とし，屋外二重管

の直下に桁を通した岩着支持杭形式とする案。

は，商業機密又は防護上の観点から公開できません。

B-PNL-3817

 
（平成２９年８月時点）



屋外海水ポンプ用ケーブル移設（H29年8月時点）
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工事計画に係る補足説明資料 

耐震性に関する説明書のうち補足-340-8 

【屋外重要土木構造物の耐震安全性評価について】（抜粋） 
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工事計画に係る補足説明資料 

耐震性に関する説明書のうち 

補足-340-8 

【屋外重要土木構造物の耐震安全性評価について】 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 6月 

日本原子力発電株式会社 
  

東海第二発電所 工事計画審査資料 

資料番号 補足-340-8 改 15 

提出年月日 平成 30 年 6 月 7 日 

本資料のうち，枠囲みの内容は

営業秘密又は防護上の観点から

公開できません。 
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図 3.2―4 屋外二重管基礎の断面図 

 

Ｂ－Ｂ断面（杭基礎部） Ｃ－Ｃ断面（杭基礎部） 

Ｃ－Ｃ断面（地盤改良部） 

追而 
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補足１と補足３の説明時期における地質断面図の比較 

補足４ 
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②
②

’
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】
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明
時
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お
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る
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質
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面
図

の
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・
屋

外
二

重
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（
横

断
面

）

屋
外

二
重

管

②
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’

H
2
9
年

5
月

～
1
1
月

時
点

（
資

料
１

）
H

3
0
年

6
月

時
点

（
資

料
３

）

電
線

管
に

収
納

し
た

電
気

ケ
ー

ブ
ル

を
，

地
盤

改
良

体
に

埋
設

す
る

こ
と

に
よ

り
，

地
盤

改
良

体
及

び
杭

基
礎

を
介

し
て

支
持

す
る

計
画

に
変

更
し

て
い

る
。

電
線

管
に

収
納

し
た

電
気

ケ
ー

ブ
ル

を
，

鋼
管

桁
で

直
接

支
持

す
る

計
画

と
し

て
い

た
。
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